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図 II.5.2.3(4) ポリプロピレンの投入フロー 
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図 II.5.2.3(5) ポリ塩化ビニル(PVC)の投入フロー 
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(3) 非金属鉱物資源・物質 
 対象非金属鉱物資源・物質 1 単位あたりの環境影響を試算した結果を図 II.5.2.3(6)、環境影響の内訳を図 II.5.2.3(7)
に示す。それぞれ単位が異なるため直接比較はできないが、重量単位の資源・物質の中では(図 II.5.2.3(6))、「セメント」

(100kgあたり)や「その他の非金属鉱物」(1tonあたり)の環境影響が大きい。また、環境影響の内訳を見ると(図II.5.2.3(7))、
全体的に地球温暖化、資源消費、廃棄物、都市域大気汚染の影響が大きくなっており、「セメント」や「その他の非金

属鉱物」については、他と比較して廃棄物の影響が小さくなっている。 
 

 
図 II.5.2.3(6) 対象資源・物質1単位あたりの環境影響(非金属鉱物資源・物質) 

 
図 II.5.2.3(7) 対象資源・物質1単位あたりの環境影響の内訳(非金属鉱物資源・物質) 

0 50 100 150 200 250 300 

採石、砂・砂利・玉石 � 1ton 
石灰石 � 1ton 

ドロマイト � 1ton 
その他の非金属鉱物 � 1ton 

板ガラス � 0.1箱 � 

光学ガラス素地(眼鏡用を含む) 1kg 
電球類用ガラスバルブ(管、棒を含む) 1kg 
電子管用ガラスバルブ(管、棒を含む) 1kg 

ガラス容器 � 1kg 
理化学用・医療用ガラス器具(アンプル・薬瓶を除く) 1kg 

薬瓶 � 1kg 
卓上用・ちゅう房用ガラス器具 � 1kg 

ガラス繊維・同製品 � 1kg 
他に分類されないガラス製品・同製品 � 1kg 

セメント � 100kg 
粘土かわら � 千円 � 

陶磁器製タイル � 1m2 
耐火れんが � 1kg 

不定形耐火物 � 1kg 
砕石 � 1ton 

ロックウール、同製品 � 1kg 
石こうボード、同製品 � 1m2 

環境影響(円/固有単位) � 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

採石、砂・砂利・玉石 � 1ton 
石灰石 � 1ton 

ドロマイト � 1ton 
その他の非金属鉱物 � 1ton 

板ガラス � 0.1箱 � 

光学ガラス素地(眼鏡用を含む) 1kg 
電球類用ガラスバルブ(管、棒を含む) 1kg 
電子管用ガラスバルブ(管、棒を含む) 1kg 

ガラス容器 � 1kg 
理化学用・医療用ガラス器具(アンプル・薬瓶を除く) 1kg 

薬瓶 � 1kg 
卓上用・ちゅう房用ガラス器具 � 1kg 

ガラス繊維・同製品 � 1kg 
他に分類されないガラス製品・同製品 � 1kg 

セメント � 100kg 
粘土かわら � 千円 � 

陶磁器製タイル � 1m2 
耐火れんが � 1kg 

不定形耐火物 � 1kg 
砕石 � 1ton 

ロックウール、同製品 � 1kg 
石こうボード、同製品 � 1m2 

環境影響の内訳 � 

地球温暖化 � 

光化学オキシダント � 

資源消費 � 

酸性化 � 

廃棄物 � 

オゾン層破壊 � 

富栄養化 � 

生態毒性（大気） � 

生態毒性（水圏） � 

生態毒性（陸域） � 

土地利用 � 

都市域大気汚染 � 

室内空気汚染 � 

人間毒性（大気） � 

人間毒性（水圏） � 

人間毒性（陸域） � 

騒音 � 
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 対象非金属鉱物資源・物質のうち「薬瓶」「砕石」「石こうボード、同製品」を事例として、MiLCAにおける計算の

上流側に最大 2 段階まで遡った投入フローを図 II.5.2.3(8)、図 II.5.2.3(9)、図 II.5.2.3(10)に示す。「薬瓶」の製造(図
II.5.2.3(8))においては、「石灰石」が直接の投入となっているほか、けい砂の生産において、「ポルトランドセメント」

「一般製材品」「普通鋼」等が投入されており、これらの資源・物質が本研究内でダブルカウントとなる。また、「砕石」

の製造(図 II.5.2.3(9))においては、「採石、砂・砂利・玉石」が直接投入されており、ダブルカウントとなることが分か

る。さらに、「石こうボード、同製品」の製造(図 II.5.2.3(10))においては、「板紙」が直接の投入となっているほか、焼

石こうの製造において、「その他の非金属鉱物」等が投入されており、ダブルカウントが生じている。総環境影響の計

算においてはこれらを控除する必要がある。 
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図 II.5.2.3(8) 薬瓶の投入フロー 
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図 II.5.2.3(9) 砕石の投入フロー 
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図 II.5.2.3(10) 石こうボードの投入フロー 
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(4) 金属鉱物資源・物質 
 対象金属鉱物資源・物質 1 単位あたりの環境影響を推計した結果を図 II.5.2.3(11)、環境影響の内訳を図 II.5.2.3(12)
に示す。重量単位で見ると(図 II.5.2.3(11))、「銀地金」(10gあたり)、「金属ニッケル」(10gあたり)、「白金、スポンジ」

(10g あたり)の環境影響が大きい。また、環境影響の内訳を見ると(図 II.5.2.3(12))、全体的に資源消費の影響が大きく

なっており、これは他の資源・物質とは異なる点である。また、特殊鋼や電気銅では、生態毒性(大気)の影響も大きい。 
 

 
図 II.5.2.3(11) 対象資源・物質1単位あたりの環境影響(金属鉱物資源・物質) 

 
図 II.5.2.3(12) 対象資源・物質1単位あたりの環境影響の内訳(金属鉱物資源・物質) 

 

 対象金属鉱物資源・物質のうち「銀地金」「鉛再生地金」「アルミニウム再生地金」を事例として、MiLCAにおける

計算の上流側に最大2段階まで遡った投入フローを図 II.5.2.3(13)、図 II.5.2.3(14)、図 II.5.2.3(15)に示す。 
 「電解銀」の製造においては、「銅・同合金粉」が投入されるが、この製造において「電気銅」が投入されており、

これが本研究内でダブルカウントとなる。また、「鉛再生地金」の製造においては、「亜鉛地金」「電気銅」「アルミニウ

ム再生地金」が直接投入されており、ダブルカウントとなることが分かる。さらに、「アルミニウム再生地金」の製造

においては、「アルミニウム一次地金」「アルミニウム再生地金」「金属マンガン」が直接投入されており、ダブルカウ

ントが生じている。総環境影響の計算においてはこれらを控除する必要がある。 
 

 

0  50  100  150  200  250  300  

普通鋼(最終鋼材) 1kg 
特殊鋼(最終鋼材) 1kg 

銑鉄鋳物(鋳鉄管、可鍛鋳鉄を除く) 1kg 
電気銅 � 1kg 

亜鉛地金 � 1kg 
アルミニウム一次地金 � 1kg 

金地金(銅副製品) 1kg 
電気鉛 � 1kg 
銀地金 � 10g 

金属マンガン � 1kg 
電気錫 � 1kg 

金属ニッケル � 10g 
白金,スポンジ � 10g 

鉛再生地金(活字合金を含む) 1kg 
アルミニウム再生地金,展伸用 � 1kg 

環境影響(円/固有単位) � 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

普通鋼(最終鋼材) 1kg 
特殊鋼(最終鋼材) 1kg 

銑鉄鋳物(鋳鉄管、可鍛鋳鉄を除く) 1kg 
電気銅 � 1kg 

亜鉛地金 � 1kg 
アルミニウム一次地金 � 1kg 

金地金(銅副製品) 1kg 
電気鉛 � 1kg 
銀地金 � 10g 

金属マンガン � 1kg 
電気錫 � 1kg 

金属ニッケル � 10g 
白金,スポンジ � 10g 

鉛再生地金(活字合金を含む) 1kg 
アルミニウム再生地金,展伸用  � 1kg 

環境影響の内訳 � 

地球温暖化 � 
光化学オキシダント � 
資源消費 � 
酸性化 � 
廃棄物 � 
オゾン層破壊 � 
富栄養化 � 
生態毒性（大気） � 
生態毒性（水圏） � 
生態毒性（陸域） � 
土地利用 � 
都市域大気汚染 � 
室内空気汚染 � 
人間毒性（大気） � 
人間毒性（水圏） � 
人間毒性（陸域） � 
騒音 � 
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図 II.5.2.3(13) 銀地金の投入フロー 
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図 II.5.2.3(14) 鉛再生地金の投入フロー 
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図 II.5.2.3(15) アルミニウム再生地金の投入フロー 

 
(5) 生物資源・物質 
 対象生物資源・物質 1 単位あたりの環境影響を推計した結果を図 II.5.2.3(16)、環境影響の内訳を図 II.5.2.3(17)に示

す。重量単位で比較できるものについて見ると(図 II.5.2.3(16))、「真珠」(100gあたり)、「肉用牛」(1kgあたり)の環境

影響が大きい。「豚」(1kg)と「まぐろ類」(1kg)等の水産物を比較すると、重量あたりでは大きな差がない結果となって

おり、船舶の運用によるエネルギー消費の影響が見られる。また、環境影響の内訳を見ると(図 II.5.2.3(17))、全体的に

地球温暖化、資源消費の影響が大きくなっており、畜産物や木材製品については廃棄物の影響、水産物については都市

域大気汚染の影響が大きくなっている。前者は家畜糞尿やその他の産業廃棄物の影響、後者は船舶の燃料の影響と考え

られるが、海上で排出される大気汚染物質の影響を都市域大気汚染で計測することになっている点は LIME の課題と

も考えられる。 
 対象金属鉱物資源・物質のうち「飼料作物」「肉用牛」「パーティクルボード」を事例として、MiLCAにおける計算

の上流側に最大2段階まで遡った投入フローを図 II.5.2.3(18)、図 II.5.2.3(19)、図 II.5.2.3(20)に示す。「飼料作物」の生

産(図 II.5.2.3(18))においては配合飼料が投入されているが、この生産において「玄米」「麦類」「雑穀」等が投入されて

おり、これらの資源・物質が本研究内でダブルカウントとなる。また、「肉用牛」の生産(図 II.5.2.3(19))においては、「玄

米」「麦類」「豆類」「雑穀」「いも類」が直接投入されているほか、ワクチン、血清、保存血液の製造においても「麦類」

「豆類」「雑穀」等が投入されており、ダブルカウントとなることが分かる。さらに、「パーティクルボード」の製造(図
II.5.2.3(20))においては、「木材チップ」が直接の投入となっており、ダブルカウントが生じている。総環境影響の計算

においてはこれらを控除する必要がある。 
  



 

71 

 

 

図 II.5.2.3(16) 対象資源・物質1単位あたりの環境影響(生物資源・物質) 

0  10  20  30  40  50  60  

玄米 � 1kg 
麦類 � 1kg 
豆類 � 1kg 
雑穀 � 1kg 

いも類 � 1kg 
野菜 � 1kg 

しいたけ・きのこ、人工栽培 � 1kg 
果実 � 1kg 

飼料作物 � 1kg 
花き･花木類 � 1円 � 

その他の耕種作物 � 1kg 
酪農品 � 1kg 

鶏卵 � 1kg 
肉用牛 � 1kg 

豚 � 1kg 
肉鶏 � 1kg 

まぐろ類 � 1kg 
かじき類 � 1kg 
かつお類 � 1kg 

さけ類、ます類 � 1kg 
いわし類 � 1kg 

あじ類 � 1kg 
たら類 � 1kg 
たい類 � 1kg 

その他の魚類 � 1kg 
貝類 � 1kg 

海藻類 � 1kg 
えび類 � 1kg 
かに類 � 1kg 
いか類 � 1kg 
たこ類 � 1kg 

おきあみ類 � 1kg 
ほや類 � 1kg 
うに類 � 1kg 

なまこ類 � 1kg 
海産ほ乳類 � 1kg 

真珠 � 100g 
他に分類されないその他の水産動物類 � 1kg 

環境影響(円/固有単位) � 

0 10 20 30 40 50 

一般製材品 � 100m3 
木材チップ � 100g 

合板 � 100m3 
集成材 � 100m3 

パーティクルボード � 1m2 
洋紙・機械すき和紙 � 1kg 

板紙 � 1kg 
繊維板 � 1m2 

環境影響(円/固有単位) � 



 

72 

 

 
図 II.5.2.3(17) 対象資源・物質1単位あたりの環境影響の内訳(生物資源・物質) 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

玄米 � 1kg 
麦類 � 1kg 
豆類 � 1kg 
雑穀 � 1kg 

いも類 � 1kg 
野菜 � 1kg 

しいたけ・きのこ、人工栽培 � 1kg 
果実 � 1kg 

飼料作物 � 1kg 
花き･花木類 � 1円 � 

その他の耕種作物 � 1kg 
酪農品 � 1kg 

鶏卵 � 1kg 
肉用牛 � 1kg 

豚 � 1kg 
肉鶏 � 1kg 

まぐろ類 � 1kg 
かじき類 � 1kg 
かつお類 � 1kg 

さけ類、ます類 � 1kg 
いわし類 � 1kg 

あじ類 � 1kg 
たら類 � 1kg 
たい類 � 1kg 

その他の魚類 � 1kg 
貝類 � 1kg 

海藻類 � 1kg 
えび類 � 1kg 
かに類 � 1kg 
いか類 � 1kg 
たこ類 � 1kg 

おきあみ類 � 1kg 
ほや類 � 1kg 
うに類 � 1kg 

なまこ類 � 1kg 
海産ほ乳類 � 1kg 

真珠 � 100g 
他に分類されないその他の水産動物類 � 1kg 

環境影響の内訳 � 

地球温暖化 � 

光化学オキシダント � 

資源消費 � 

酸性化 � 

廃棄物 � 

オゾン層破壊 � 

富栄養化 � 

生態毒性（大気） � 

生態毒性（水圏） � 

生態毒性（陸域） � 

土地利用 � 

都市域大気汚染 � 

室内空気汚染 � 

人間毒性（大気） � 

人間毒性（水圏） � 

人間毒性（陸域） � 

騒音 � 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

一般製材品 � 100m3 
木材チップ � 100g 

合板 � 100m3 
集成材 � 100m3 

パーティクルボード � 1m2 
洋紙・機械すき和紙 � 1kg 

板紙 � 1kg 
繊維板 � 1m2 

環境影響の内訳 � 地球温暖化 � 
光化学オキシダント � 
資源消費 � 
酸性化 � 
廃棄物 � 
オゾン層破壊 � 
富栄養化 � 
生態毒性（大気） � 
生態毒性（水圏） � 
生態毒性（陸域） � 
土地利用 � 
都市域大気汚染 � 
室内空気汚染 � 
人間毒性（大気） � 
人間毒性（水圏） � 
人間毒性（陸域） � 
騒音 � 
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図 II.5.2.3(18) 飼料作物の投入フロー 



 

74 

 
図 II.5.2.3(19) 肉用牛の投入フロー 
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図 II.5.2.3(20) パーティクルボードの投入フロー 

 
(6) まとめと課題 
 5.2.2において選定した資源・物質について、MiLCAにより1単位あたりの環境影響を試算した。合わせて、選定し

た資源・物質間のダブルカウントの可能性を事例的に検討した。本研究では、特定の資源・物質について、マニュアル

的にMiLCAにおける計算の上流側に最大2段階まで遡った投入フロー図を作成し、別の対象資源・物質が投入されて

いるかどうかを確認したが、データベースが行列形式で整備できれば、こうした検討も容易となる。 
 
 
5.3 日本の物質利用データの整備 
 
(1) はじめに 
 5.2.2 で選定した資源・物質について、生産量、出荷量、貿易量等が掲載されている統計データソース、データの利

用可能期間等を整理するとともに、2010年のデータを整備した。 
 
(2) 化石資源・物質 
 化石資源・物質に関わる統計データソースを表 II.5.3(1)、2010 年のデータを図 II.5.3(1)に示す。化石資源・物質に関

わる統計データソースは、生産動態統計と資源・エネルギー統計年報となる(表 II.5.3(1))。これらの統計は時系列で利用

可能である。また、2010年のデータを見ると(図 II.5.3(1))、プラスチック関係では「ポリエチレン」「ポリプロピレン」

「ポリ塩化ビニル」「ポリスチレン」等の生産・出荷量が多く、「ポリエチレンテレフタラート」の輸入比率が大きい。

また、石油製品関係では「ガソリン」「液化石油ガス」「オイルコークス」等の輸入比率が多くなっている。 
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表 II.5.3(1) 対象物質・資源に関わる統計データソース(化石資源・物質) 
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図 II.5.3(1) 対象物質・資源に関わる統計データ(2010)(化石資源・物質) 

 
(3) 非金属鉱物資源・物質 
 建設用の非金属鉱物資源・物質に関わる統計データソースを表 II.5.3(2)、2010 年のデータを図 II.5.3(2)に示す。建設

用の非金属鉱物資源・物質に関わる統計データソースは、窯業・建材統計年報のほか、資源・エネルギー統計年報、化

学統計年報、骨材需給表となる(表 II.5.3(2))。これらの統計は時系列で利用可能である。また、2010年のデータを見る

と(図 II.5.3(2))、「採石、砂・砂利・玉石」「石灰石」の生産量・出荷量が圧倒的に大きいほか、「卓上用・ちゅう房用ガ

ラス器具」「陶磁器製タイル」「耐火れんが」については輸入比率が高い。「また、ロックウール、同製品」については

輸出比率が高い。 
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表 II.5.3(2) 対象物質・資源に関わる統計データソース(非金属鉱物資源・物質) 

 

 

 
図 II.5.3(2) 対象物質・資源に関わる統計データ(2010)(非金属鉱物資源・物質) 
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(4) 金属鉱物資源・物質 
 金属鉱物資源・物質に関わる統計データソースを表 II.5.3(3)、2010 年のデータを図 II.5.3(3)に示す。金属鉱物資源・

物質に関わる統計データソースは、鉄鋼・非鉄金属・金属製品統計のほか、非鉄金属等需給動態統計調査、貴金属流通

統計調査、合金鉄年鑑等となる(表 II.5.3(3))。これらの統計は時系列で利用可能である。また、2010年のデータを見る

と(図 II.5.3(3))、「普通鋼(最終鋼材)」「特殊鋼(最終鋼材)」の生産量・出荷量が圧倒的に大きく、次いで「電気銅」とな

る。また、「アルミニウム一次地金」はほとんどが輸入となっている。 
 

表 II.5.3(3) 対象物質・資源に関わる統計データソース(金属鉱物資源・物質) 

 

 

 
図 II.5.3(3) 対象物質・資源に関わる統計データ(2010)(金属鉱物資源・物質) 

 
(5) 生物資源・物質 
 生物資源・物質に関わる統計データソースを表 II.5.3(4)、2010 年のデータを図 II.5.3(4)に示す。生物資源・物質に関

わる統計データソースは、作物統計、野菜生産出荷統計、果樹生産出荷統計、花木等生産状況調査、特用林産物基礎資

料、畜産統計、畜産物流通統計、牛乳乳製品統計、と畜場統計調査、漁業・養殖業生産統計年報、木材需給報告書、木

材需給と木材工業の現況、紙・パルプ統計年報等多岐にわたる(表 II.5.3(4))。これらの統計は時系列で利用可能である。

また、2010年のデータを見ると(図 II.5.3(4))、生産量・出荷量では「玄米」「野菜」「酪農品」等が多く、「雑穀」「麦類」
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「豆類」等が大量に輸入されている。また、水産物では輸出されるものもある。木材製品については、「一般製材品」「木

材チップ」「合板」等の輸入比率が高い。 
 

表 II.5.3(4) 対象物質・資源に関わる統計データソース(生物資源・物質) 
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表 II.5.3(4) 対象物質・資源に関わる統計データソース(生物資源・物質) 続き 
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表 II.5.3(4) 対象物質・資源に関わる統計データソース(生物資源・物質) 続き 
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表 II.5.3(4) 対象物質・資源に関わる統計データソース(生物資源・物質) 続き 
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表 II.5.3(4) 対象物質・資源に関わる統計データソース(生物資源・物質) 続き 
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図 II.5.3(4) 対象物質・資源に関わる統計データ(2010)(生物資源・物質) 

 
(6) まとめと課題 
 5.2.2 で選定した資源・物質について、生産量、出荷量、貿易量等が掲載されている統計データソース、データの利

用可能期間等を整理するとともに、2010年のデータを整備した。来年度は時系列でのデータ整備を進めていく。 
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III 今後の研究方針 
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 表 I.2(1)に示したように、平成27年度は「(1)既存の環境効率指標の事例収集と分析」を実施するとともに、「(2)物質

1単位あたりの環境負荷・環境影響の試算」を行った。また、来年度の「(3)日本の環境効率の時系列推計」に向けて「(3)③

日本の物質利用データの整備」を行った。なお、本年度における(2)の結果は暫定的なものであり、対象資源・物質や環

境影響の試算結果は翌年度以降調整されることを前提としている点に留意されたい。 

 平成28年度は、表 I.2(1)に示すように、「(1)既存の環境効率指標の事例収集と分析」の成果を更新していくとともに、

建設用以外の非金属鉱物資源・物質について「(2)物質1単位あたりの環境負荷・環境影響の試算」と「(3)③日本の物質

利用データの整備」を進め、「(3)④日本の物質利用に伴う総環境負荷・環境影響の推計」を行う。合わせて、全ての資

源・物質について、下流側の環境影響についても検討を行う。また、その結果をもとに「(3)⑤関連するマクロな統計と

の比較・検証」を行いながら、必要に応じて「(2)物質1単位あたりの環境負荷・環境影響の試算」の見直しを行ってい

く。 

 

 
図 I.2(1) 本研究の構成(再掲) 

 

表 I.2(1) 本研究の工程表(再掲) 
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